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1.吉 田川による堆積 した土地の水 田だつた場所が開発 されてた地に建設 された官

公庁や病院・警察署・消防署や大きい商店が灌水 したのです。灌水 した ところは

書 く同四号線か ら西に向か う団地の真ん中に作 られた道路の両脇に作 られた建物

なので した。 もちろんこの道路 も大水の ときには交通止めで水がご うご うと流れ

ていま した。

これ らの土地は素晴 らしい田んぼで した。 ところが田んぼがつぶ されて団地の

用地 となつて しまいま した。 この開発 された土地が公共用地に活用 されま した。

ま した。 その土地の名前は 「吉岡南」 といいます。

この地区に建設 された建物は大和町役場、マホロバホール、黒川病院、黒川農協、

黒川消防署、大和警察署な どです。 これ らの建物がほ とん ど灌水 したのです。

団地開発でつ くられた道路は大川 のよ うに水が流れま した。

私はあの りつぱなたんぼをつぶ したのだか ら天照大神が怒つて大水 を降 らせた

のだ言つてまわつています。

吉岡の町は吉岡ですか ら伊達家の城 もあつた高台だつたのですがその土地を捨

て吉岡の低い土地 と吉田川の間の堆積地の田んぼを団地に したのです。

その団地が水害の被害が多きかったのです。

その水は吉田川の本流があふれたものなのです。

地区名で言 うと清水、高田あた りで吉田川 は水位があが り両岸に流れ出 したも

のだったのです。

このあた りは吉田川は普通は低い ところを流れていて、堤防がないのです。

よして川の両岸吉田川 による堆積 した土地は上等な田んぼだつたのです。

2.吉 田川の増水 によつて被害を受けた地区

1)田んぼの冠水

吉田川の北側の土地が冠水 した ところが多いのです。
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今度の水害は被害地域 はかな りひ らかったのですが冠水時間はそ うなが くなく

数時間か ら10時間くらいだったようです。割に早 く水が引いたよ うで した。

倒伏 とい う稲が倒れるとい うことがあつて稲刈 りは大変なよ うで した。機械が田

に入れなくて手刈 り (か まで人手でいね をかる)農家 もかな り多かったよ うで し

た。今年は棒に稲 をさして干 しているの棒がけとい う稲のほ しかた もかな り多 く

み られました。 田んぼのなかにはプラスチックや木材や倒木などがあちこちにち

らっばていました。 これ らをかたつけるのもこの田を持 つている農家の人々だつ

たのです。数週間後に機械で稲刈 りをしている姿をみかけますいたがかな り遠 く

からそれが分かるのです。稲刈 り機械のまわ りがも うも うとつちばこりがたつて



いるのです。稲刈 り機械をウン手ああしている人はさぞ大変だつたことでしょう。

太子堂の高台からみると吉田川の両脇が大きい川 とい うより海のように見えた

ので した。 ごうごうとい う音 とともにものすごいながれでした。やは り川の両

岸はいまは田んぽでも川の領分なのだと感 じました。

2)住居の冠水

大水のあと二 日後に高田・ 舞野・蒜袋をまわつてみました。

家の前のに何かにたてかけられて千 されている畳

茶箪笥などの家具  布団などの寝具

どこの家の前にいろんなものが干 されているとい う風景でした。

道路には車がいっぱいとまつていました。

ボランテヤの人たちののってきた車です。

冠水 した家の後かたづけにきて くれたのです。 10人 くらいの列になつ

て道路をあるいていました。一軒一軒まわつて水害の後片づけをしてくれて

いました。一週間くらいお手伝いにきていたようです。

冨谷の中央公民館の副館長をしている相沢 さんは舞野にすんでいるので

すがどうでしたと聞くと

「 あっとい うまに家に水がはいつてきで 1メ ー トル くらいの水の高さにな

り畳もふすまも家具の衣類もみんなだめにな りました。」

今度の水害の特徴は「このあつたい うまに水がはいつてきた」 とい うの

が特徴です。雨がものすごくつよかつたとい うことでしょう。

あつとい う間に田んぼが一面の水になったとい うのです。

3)ゴ ミのこと

舞野公民館  校庭が廃棄物の耶麻でした。

今は公民館ですが少 し前までは落合小学校の舞野分校でした。けつこう広い

ところだったのですがその運動場にごみがものすごく高 く摘んであ りました。

スーパーの駐車場も廃棄物の山

ヨークベニマル とい うスーパーも冠水 したのですがそこの駐車場にも廃棄物

がいっぱいでした。電気器具はほとんど使い物にならないとい うことで した。

富谷町のごみ収集業者 もごみの運搬やせい りにがんばつていました。

4)黒川高校・ 蒜袋地区の冠水

黒り|1高 校や蒜袋地区も冠水 したとい うので行つて話 しを聞くと吉田川の水が直

接ながれこんだのではなく大衡か らながれてきている吉田川の支流の警川の水が

あふれてきたので した。支流からの増水 とい うことも大切だつたのです。品川 さ

んとい う蒜袋の町内会長にきいたのですがやはりあつとい うまに善川の水がいつ

ぱい流れこんできたのだ とい うことでした。

いろいろと考えさせ られることが多かったのです。

吉田川の支流の西川、宮床Jllも 増水 しました。 30セ ンチの小さい堀も危険

あつとい うまの増水  団地開発の土地  支流の増水 廃棄物の処理 など
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